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別添１ 

申請書等の記載要領 

危険物の仮貯蔵又は仮取扱いの承認申請 

 

１ 申請 

(1) 申請者 

危険物の仮貯蔵、仮取扱いをしようとする者 

(2) 申請先 

稲沢市消防長 

(3) 申請方法 

規則第２条第１項（様式第１）により指定された申請書等による。 

(4) 添付書類 

ア 危険物を仮に貯蔵し、又は取り扱う場所を示した関係図面 

イ 危険物を仮に貯蔵し、又は取り扱うタンク及び機器等を有すれば、関係する図面 

 

２ 記載要領 

(1) 表題及び記載欄の危険物を仮に貯蔵し、又は、取り扱う場合の選択する欄には、本申請に該当

するものを   で囲むこと。 

（例）      貯蔵 

    危険物仮    承認申請書 

         取扱 

(2) 申請先の欄は、稲沢市消防長 ○○○○ と記載する。 

(3) 申請者の欄は、申請者の住所、氏名を記載する。だだし、法人については、注１により記載し、

社印及び代表者印を押印すること。 

（例） （電話）  ○○○○（○○）○○○○ 

    （住所）  ○○市○○町○○番地 

    （氏名）  ○○工業株式会社 

          代表取締役 ○○○○印 

(4) 仮貯蔵し、又は仮取扱する者の住所、氏名の欄は、現に仮貯蔵し、又は仮取扱いする者の住所、

氏名を記載する。記載方法については、申請者と同様とする。 

(5) 仮貯蔵し、又は仮取扱いする場所の欄は、現に仮貯蔵し、又は仮取扱する場所（地番）を記載

する。 

(6) 類、品名、最大数量及び指定数量の倍数の欄は、仮に貯蔵又は仮に取り扱う危険物を記載す

る。 

（例） 屋内貯蔵所 

    ただし、指定数量が不明確な場合は注２によること。 

（例） 第４類 第２石油類   １，０００ℓ  

        第３石油類   １，０００ℓ  

    （指定数量の倍数）     １．５倍 

(7) 危険物の包装状況の欄は、危険物の収納状況等を具体的に記載する。 

（例） 金属容器入りの危険物で、容器に当該危険物の品名表示等が記載されている。 

(8) 仮の貯蔵又は取扱いの概要の欄は、危険物の貯蔵又は取扱方法の概要を具体的に記載する。 

（例） 工場倉庫内で、金属容器入りの危険物を保管する。 

(9) 仮の貯蔵又は取扱いの期間の欄は、仮貯蔵し、又は仮取扱いする期間を記載する。 

（例） 平成○○年○○月○○日から平成○○年○○月○○日まで 

(10) 消防用設備及び警備方法 

（例） 工場倉庫内に、自動火災報知設備が設置されている。 

(11) その他必要事項の欄には、仮貯蔵又は取扱いの表示について記載する。 

（例） 「稲沢市危険物規制規則様式第３」に定める表示板等を掲示する。 
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危険物製造所等の設置許可又は変更許可申請 

 

１ 申請 

(1) 申請者 

危険物製造所等の設置許可又は変更許可を受けようとする者 

(2) 申請先 

稲沢市長 

(3) 申請方法 

ア 危険物製造所等の設置許可を受ける場合は、省令則第４条による申請書等による。 

イ 危険物製造所等の変更許可を、仮使用承認を別に同時に申請する場合は、省令第５条（様式

第５及び第７の２）による申請書等による。 

ウ 危険物製造所等の変更許可を、仮使用承認と同時に申請する場合は、省令第５条の３（第７

の２）により指定された申請書等による。 

(4)  添付書類 

ア 省令第４条及び第５条による関係図書 

イ 該当する危険物製造所等の構造設備明細書 

ウ 危険物製造所等の位置、構造及び設備に関する図面 

※ 変更許可の場合は、変更に係る部分の工事計画書及び工事内容に関する図面 

 

２ 記載要領 

(1) 表題の製造所、貯蔵所、取扱所の欄は、本申請に該当するものを   で囲むこと。 

（例）      製造所 

     危険物 貯蔵所 設置許可申請書 

         取扱所 

(2) 申請先の欄は、稲沢市長 ○○○○ と記載する。 

(3) 申請者の欄は、申請者の住所、氏名を記載する。だだし、法人については、備考３により記載

し、社印及び代表者印を押印すること。 

（例） （電話）  ○○○○（○○）○○○○ 

    （住所）  ○○市○○町○○番地 

    （氏名）  ○○工業株式会社 

          代表取締役 ○○○○印 

(4) 設置者の欄は、設置者の住所、氏名を記載する。記載方法については、申請者に同様。 

(5) 設置場所の欄は、危険物製造所等を設置しようとし、又は現にある場所（地番）を記載する。 

(6) 設置場所の地域別の欄は、都市計画法に基づく地域指定について記載する。 

（例） （防火地域別）  指定なし 

    （用途地域別）  準工業地域 

(7) 製造所等の別の欄は、製造所、貯蔵所又は取扱所の該当するいずれかの別を記載する。 

（例） 貯蔵所 

(8) 貯蔵所又は取扱所の区分の欄は、政令第２条及び第３条に規定する貯蔵所又は取扱所の区分を

記載する。 

（例） 屋内貯蔵所 

(9) 類、品名、最大数量及び指定数量の倍数の欄は、貯蔵し、又は取り扱う危険物を記載する。た

だし、指定数量が不明確な場合は備考４によること。 

（例） 第４類 第２石油類   １，０００ℓ  

        第３石油類   １，０００ℓ  

   （指定数量の倍数）      １．５倍 

(10) 位置、構造及び設備の基準に係る区分の欄は、政令第１節、第２節及び第３節（製造所、貯蔵

所及び取扱所の位置、構造及び設備の基準）に規定する製造所、各貯蔵所又は各取扱所の条項を

記載する。ただし、省令に係る場合は、同省令の条項を記載する。 

（例） 一般取扱所（ボイラー）の場合 令第１９条第２項（規則第２８条の５７第２項） 
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(11) 位置、構造、設備の概要の欄は、危険物の貯蔵又は取り扱う位置及び設備等の概要を簡略に記

載する。 

（例） 敷地南東位置に耐火構造の屋内貯蔵所を設置する。 

(12) 危険物の貯蔵又は取扱方法の概要の欄は、危険物の貯蔵又は取扱方法の概要を簡略に記載す

る。 

（例） 塗装作業に使用する容器入りの危険物を貯蔵する。 

(13) 着工予定期日の欄は、着工しようとする日を、許可に要する日を考慮して記載する。 

（例） 平成○○年○○月○○日 

(14) 完成予定期日の欄は、完成の予定日を、着工予定期日の例により記載する。 

(15) 変更許可に係る申請 

ア 設置の許可年月日及び許可番号の欄は、危険物製造所等を設置した時の年月日及び許可番号

を記載する。 

（例） 平成○○年○○月○○日 第○○号 

イ 変更の内容の欄は、変更しようとする内容を簡略に記載する。 

（例） 貯蔵棚の取り替え及び増設工事 

ウ 変更の理由の欄は、変更しようとする理由を簡略に記載する。 

（例） 貯蔵危険物の耐震対策及び貯蔵量を増やす。 

(16) 仮使用承認 

ア 変更許可申請と同時に、工事箇所以外の場所の仮使用の承認を受けようとする場合は、様式

第７の２を用いた一括申請が可能であること。 

イ 危険物製造所等の変更許可申請書に仮使用承認申請を一括して行う場合は、下記の書類を添

付すること。 

(ｱ) 工事範囲と、仮使用の範囲を明確にした図面 

(ｲ) 工事計画書 

(ｳ) 仮設防火塀の施工等安全対策 
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危険物製造所等の構造明細書の記載 

 

１ 共通事項 

(1) 事業の概要の欄は、事業所としての概要を記載する。 

（例） 機械部品製造業 

(2) 事業の概要の欄は、事業所としての概要を記載する。 

（例） 機械部品製造業 

(3) 配管の欄は、使用する配管の材質及び口径を記載する。 

（例） 配管用炭素鋼鋼管２５mm又は２５Ａ 

(4) 換気、排出の設備の欄は、使用する換気及び排出設備を記載する。 

（例） 自然換気、自動強制排出設備 

(5) 採光、照明の設備の欄は、採光の方法及び使用する照明設備等を記載する。 

（例） 安全増防爆型蛍光灯３基 

(6) 電気設備の欄は、電気施工の方法等を記載する。 

（例） 電気法による安全増防爆等 

(7) 避雷設備の欄は、避雷設備の有無又は施工方法等を記載する。 

（例） 有り（日本工業規格Ａ４２０１） 

(8) 消火設備の欄は、消火設備の種類及び数量等を記載する。 

（例） 第３種 移動式粉末消火設備 

     第４種 ＡＢＣ５０型粉末消火器（３台） 

     第５種 ＡＢＣ１０型粉末消火器（５本） 

(9) 工事請負者住所氏名の欄は、工事を請負う者又は工事に係る担当責任者を記載する。 

（例） （住所）  ○○市○○町○○番地 

    （氏名）  ○○工業株式会社 

          代表取締役 ○○○○印 

    （電話）  ○○○○（○○）○○○○ 

(10) 各欄において該当しない場合は、記載欄に   を記載し抹消すること。 

 

２ 製造所又は一般取扱所 

(1) 表題の製造所又は一般取扱所は、本申請に該当するものを   で囲むこと。 

(2) 危険物取扱作業の欄は、危険物の取扱い作業の概要を簡略に記載する。 

（例） 一般取扱所に設置したボイラー３基にて、２，０００ ℓ /日を消費する。 

(3) 製造所（一般取扱所）の敷地面積の欄は、下記の区分による敷地面積を記載する。 

ア １棟規制の場合は、保有空地を含めた敷地面積 

イ 区画室を有する部分規制の場合は、部分規制に該当する部分の敷地面積 

ウ 設備単位の部分規制の場合は、保有空地（屋内空地）を含めた敷地面積 

(4) 建築物の構造の欄は、下記の区分による建築物の構造を記載する。 

ア １棟規制の場合は、当該建築物の構造 

イ 区画室を有する部分規制の場合は、部分規制に該当する一般取扱所部分の構造 

ウ 設備単位の部分規制の場合は、部分規制に該当する一般取扱所部分の構造 

(5) 建築物の構造の欄の記載要領 

ア １棟規制の場合は、製造所又は一般取扱所を有する建物全体の構造等を記載する。 

イ 区画設置又は階層設置は、製造所又は一般取扱所を有する建物全体の構造等を記載する。 

(ｱ) 階数の欄は、製造所又は一般取扱所を有する建物全体の階数を記載する。 

（例） １階 

(ｲ) 建築面積の欄は、製造所又は一般取扱所を有する建物全体の建築面積を記載する。 

（注） 建基法の床面積（庇は水平投影面積とする。）を記載する。 

(ｳ) 延べ面積の欄は、製造所又は一般取扱所を有する建物全体の延べ面積を記載する。 

(ｴ) 壁のうち延焼のおそれのある外壁の欄は、建築基準法で定める延焼のおそれのある範囲の

外壁の構造を記載する。 

（例） 鉄筋コンクリート造 
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(ｵ) 壁のうちその他の壁の欄は、上記エ範囲外の外壁の構造を記載する。 

（例） スレート 

(ｶ) 柱の欄は、柱の構造又は材質を記載する。 

（例） 鉄骨 

(ｷ) 床の欄は、床の構造又は床の仕上げ等（床に浸透しない構造）について記載する。 

（例） コンクリート張り防水モルタル仕上げ 

(ｸ) はりの欄は、はりの構造又は材質を記載する。 

（例） 鉄骨 

(ｹ) 屋根の欄は、屋根の構造又は材質を記載する。 

（例） スレート葺き 

(ｺ) 窓の欄は、窓の構造又は材質を記載する。 

（例） 網入りガラス 

(ｻ) 出入口の欄は、出入口の構造又は材質を記載する。 

（例） 特殊防火設備又は防火設備 

(ｼ) 階段の欄は、階段の構造又は材質を記載する。 

（例） 鉄骨 

ウ 建築物の一部に一般取扱所を設ける場合の建築物の構造の欄 

この欄は、区画設置又は階層設置時に記載するものである。 

(ｱ) 階数の欄は、一般取扱所が設置されている階数を記載する。 

（例） １階  階層設置は２階／４階 

(ｲ) 建築面積の欄は、一般取扱所の建築面積を記載する。 

(ｳ) 延べ面積の欄は、一般取扱所の延べ面積を記載する。 

エ 建築物の構造概要の欄は、一般取扱所の構造について記載する。 

（例） 鉄筋コンクリート 

(6) 製造（取扱）設備の概要の欄は、設備、数量等について簡略に記載する。 

（例） 小型貫流ボイラー３基 

(7) 令第９条第１項第２０のタンクの欄は、２０号タンク（サービスタンク、油圧タンク等）につ

いて、大きさ、容量及び基数等について記載する。 

（例） サービスタンク   １，０００mm×１，０００mm×１，０００㎜ １基 

 

３ 屋内貯蔵所 

(1) 共通事項及び製造所（一般取扱所）参照 

(2) 架台の構造の欄は、架台大きさ及び構造並びに耐震対策について記載する。 

（例） スチール棚 幅２００㎝ 奥行６００㎝ 高さ１，０００㎝ 

架台（棚）は、アンカーボルトで固定する。 

危険物の落下防止対策は、チェーンとする。 

(3) 通風、冷房設備の欄は、冷房設備等について記載する。 

（例） 貯蔵庫西側（外部）に電気式の冷房設備を設置し、貯蔵庫内部の温度を一定に保つ。 

 

４ 屋外タンク貯蔵所、屋内タンク貯蔵所、地下タンク貯蔵所、簡易タンク貯蔵所 

(1) 共通事項及び製造所（一般取扱所）参照２ 

(2) 貯蔵する危険物の概要の欄は、貯蔵する危険物の引火点及び貯蔵する温度を記載する。 

（例） （引火点）  ６５℃ 

    （貯蔵温度） 常温 

(3) 基礎、据付方法の概要の欄は、タンクの基礎及び据付方法を簡略に記載する。 

（例） 鉄筋コンクリート基礎・・・とし、基礎上にアスファルトサンド５０mmを設け、タ

ンクをアンカーボルトにより固定する。 

(4) タンクの構造、設備の欄は、タンクの構造について詳細を記載する。 

ア 形状の欄は、タンクの形状を記載する。 

（例） 円筒横置型 
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イ  常圧・加圧の欄は、常圧又は加圧のいずれかを   で囲み、加圧の場合は圧力を記載す

る。 

ウ 寸法の欄は、タンクの寸法（内寸）を記載する。 

（例） （内径）２，８００mm 

    （胴 長）８，２００mm 

    （鏡出し）  ２６０mm 

エ 容量の欄は、タンク実容量（タンク検査済証に同一の容量）を記載する。 

（例） ５０，０００ℓ  

オ 材質、板厚の欄は、タンクの材質及び板厚を記載する。 

（例） （胴 板）ＳＳ４００   １０mm又はｔ＝１０ 

    （鏡 板）ＳＳ４００   １０mmｔ＝１０ 

カ 通気管の欄は、通気管について詳細を記載する。 

（例） （種 類）     大気無弁通気管 

    （ 数 ）     １ 

    （内径又は作動圧） ３２mm 

キ 安全装置の欄は、通気管について詳細を記載する。記載については、通気管に同じ。 

ク 液量表示の欄は、タンク内の危険物残量の表示方法を記載する。 

（例） フロート式液面計 

ケ 引火防止装置の欄は、引火の防止装置の有無を   で囲む。 

(5) 地下タンク貯蔵所において、次の構造の欄は、タンクの構造について詳細を記載する。 

ア タンク設置方法の欄は、該当する設置方法を   で囲むこと。 

イ タンクの種類の欄は、該当するタンクの種類を   で囲むこと。 

ウ 外面の保護の欄は、タンクの外面保護の方法を記載する。 

（例）  

エ 危険物の漏れ検査設備又は漏れ防止構造の概要の欄は、設備の詳細を記載する。 

（例） タンク周囲に４本の漏洩検地管を設ける。 

タンク漏洩検地層にオイルリークモニターを設置し、漏洩を検知する。 

オ 可燃性蒸気回収設備の欄は、設備の有無及び有りの場合は、設備の詳細を記載する。 

（例） ベーパーリカバリーによるタンクローリーへの回収 

カ タンク室又はタンク室以外の基礎、固定方法の概要の欄は、タンク室の構造又は省略型（直

埋設、漏れ防止）の施工方法について記載する。 

（例） （タンク室） 鉄筋コンクリート造（厚さ３００㎜）、鉄筋基礎Ｄ１６＠２００ダ

ブルとし、・・・、タンク室内には、乾燥砂を充填する。 

（例） （タンク室省略型） 鉄筋コンクリート基礎（厚さ３００㎜）、鉄筋基礎Ｄ１６＠

２００ダブルとし、・・・、固定バンド３本及びアンカーボルトでタン

クを固定する。 

(6) 注入口の位置の欄は、注入口の位置を記載する。 

（例） 遠方注入口 

    タンク側面 

(7) 注入口付近の接地電極の欄は、注入口付近に設ける電極（ローリーアース）の有無を 

   で囲む。 

(8) 防油堤の欄は、防油堤の構造について記載する。 

（例） （構  造） 鉄筋コンクリート ３００㎝×３００㎝×５０㎝ 

    （容  量） ４，５００ ℓ  

    （排水設備） ためます及び油分離槽 

(9) ポンプ設備の欄は、使用するポンプの種類及び台数等を記載する。 

（例） ギヤーポンプ３基 

 

５ 屋外貯蔵所 

(1) 共通事項及び製造所（一般取扱所）参照 

(2) 区画面積の欄は、屋外貯蔵所として区画した部分の面積を記載する。 

(3) さく等の構造の欄は、さく又は囲いの構造を記載する。 

（例） 鉄製の支柱を立て、支柱間に金属チェーンを張り区画する。 
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(4) 地盤面の状況の欄は、地盤面の舗装状況及び排水方法等の構造を記載する。 

（例） 地盤面はコンクリート仕上げとし、区画内の周囲に排水溝及び油分離槽を設ける。 

(5) 架台の構造の欄は、架台大きさ及び構造並びに耐震対策について記載する。 

（例） スチール棚 幅２００㎝ 奥行６００㎝ 高さ奥行１，０００㎝ 

    チェーン付で、アンカーボルトで固定する。 

 

６ 給油取扱所 

(1) 共通事項及び製造所（一般取扱所）参照 

(2) 敷地の欄は、給油取扱所の敷地について詳細を記載する。 

ア 給油取扱所の間口、奥行の欄は、給油空地（矩形部分）の間口及び奥行を記載する。 

（例） （間口） ３０ｍ 

    （奥行） １５ｍ 

イ 給油取扱所の敷地面積の欄は、給油取扱所の敷地面積を記載する。 

(3) 建築物の給油取扱所の用に供する部分の構造の欄は、建築物の給油取扱所の部分について構造

を記載する。 

ア 階数の欄は、給油取扱所の階数を記載する。 

（例） １階 

イ 建築面積の欄は、建築基準法による建築面積（床面積）を記載する。 

（注） 建築物の面積 ＋ キャノピー面積 

       ただし、キャノピー等の重なり部分及び庇を除く。 

ウ 水平投影面積の欄は、給油取扱所の水平投影面積を記載する。 

エ その他、建築物の構造概要の欄は、製造所（一般取扱所）の記載要領に基づき構造を記載す

る。 

オ 建築物の一部に給油取扱所を設ける場合の建築物の構造の欄は、製造所（一般取扱所）の記

載要領に基づき構造を記載する。 

(4) 上階の有無の欄は、上階の有無を で囲み、有りの場合はその用途及び屋根又は庇の有

無等を記載する。 

（例） 有   本店事務所 

    有   ５ｍ 

(5) 建築物の用途別有無の欄は、給油取扱所の用途別について面積を記載する。 

ア 第１号の欄は、給油又は灯油若しくは軽油の詰替えのための作業場の合計面積を記載する。 

（第１号の例） ポンプ室、油庫、コンプレッサー室 

イ 第１号の２の欄は、給油取扱所の業務を行うための事務所の合計面積を記載する。 

（第１号の２の例） 販売室兼事務室、便所 

ウ 第２号の欄は、給油又は灯油若しくは軽油の詰替え又は自動車の点検・整備若しくは洗浄の

ために給油取扱所に出入りする者を対象とした店舗、飲食店又は展示場の合計面積を記載す

る。 

（第２号の例） 販売室、コンビニエンスストア等 

エ 第３号の欄は、自動車の点検・整備を行う作業場の合計面積を記載する。 

（第３号の例） 整備室、リフト室 

オ 第４号の欄は、自動車の洗浄を行う作業場の合計面積を記載する。 

（第４号の例） 洗車室 

カ 第５号の欄は、給油取扱所の所有者、管理者若しくは占有者が居住又はこれらの者に係る給

油取扱所の業務を行うための事務所の合計面積を記載する。 

（第５号の例） 本店事務所 

キ  右欄の記載については、給油取扱所に訪れた利用者が出入りする部分について合計面積を

記載する。 

（注） 第１号の２、第２号、第３号のみ 
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ク 計の欄は、各号の合計面積を記載する。 

(ｱ) 右欄  第１号から第５号の合計面積 

(ｲ) 左欄  第１号の２、第２号、第３号の合計面積 

(6)  周囲の塀又は壁の欄は、塀又は壁の構造を記載する。 

（例） 鉄筋コンクリートブロック 高さ２ｍ以上 

(7)  固定給油設備の欄は、固定給油設備及び固定注油設備について詳細を記載する。 

ア  固定給油設備の型式、数、道路境界線からの間隔、敷地境界線からの間隔の欄は、固定給

油設備について詳細を記載する。 

 

(ｱ) 型式及び数   （例）固定式マルチ  ３基 

            懸垂式ダブル  １基 

(ｲ) 道路境界線からの間隔は、固定給油設備から道路境界線までの距離（ｍ）を記載する。 

  （注） 複数の固定給油設備を有する場合は、最も小さい数値を記載する。 

(ｳ) 敷地境界線からの間隔は、固定給油設備から敷地境界線までの距離（ｍ）を記載する。 

  （注） 複数の固定給油設備を有する場合は、最も小さい数値を記載する。 

イ 固定注油設備の欄は、固定給油設備と同様に記載する。 

(8) 付随設備の概要の欄は、危険物の規制に関する規則第２５条の５に定める機器について給油取

扱所で使用するものを記載する。 

（例） オートリフト １基 

    洗車機    ２機 

    タイヤチェンジャー １基 

(9) 避難設備の欄は、避難設備を有する場合のみ記載をする。 

（例） 避難誘導灯あり 

(10) 事務所等その他火気使用設備の欄は、事務所等給油取扱所内で火気を使用する設備を記載す

る。 

（例） ガス湯沸器 

(11) 排水設備等の欄は、給油取扱所の排水方法を記載する。 

（例） 前面排水溝及び油分離槽３基 

(12) タンク設備等の欄は、給油取扱所で使用するタンクの詳細をする。 

ア 専用タンクの欄は、専用タンクの容量及びタンク基数を記載する。 

（例） ２０ｋℓ   １基 

    １０ｋℓ   ３基 

イ 廃油タンク等の欄は、廃油タンク等の容量及びタンク基数を記載する。 

（例） ２ｋℓ   １基 

ウ 簡易タンクの欄は、簡易タンクの容量及びタンク基数を記載する。 

（例） ５９０ℓ   １基 

エ 可燃性蒸気回収設備の欄は、可燃性蒸気回収設備の有無を   で囲む。 
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危険物製造所等の完成検査申請 

 
１ 申請 

(1) 申請者 

危険物製造所等の設置許可又は変更許可を受け完成検査を受けようとする者 

(2) 申請先 

稲沢市長 

(3) 申請方法 

省令第６条（様式第８）により指定された申請書等による。 

(4) 添付書類 

原則として、完成検査申請書のみとする。ただし、中間検査等で確認できなかった資料で、完

成検査時に、確認を要する資料は添付すること。 

ア タンク検査済証のコピー（正本と副本との照合確認） 

イ 自主検査による検査資料等（水圧検査等） 

 

２ 記載要領 

(1) 表題の製造所、貯蔵所、取扱所の欄は、本申請に該当するものを   で囲むこと。 

（例）     製造所 

    危険物 貯蔵所 設置許可申請書 

        取扱所 

(2) 申請先の欄は、稲沢市長 ○○○○ と記載する。 

(3) 申請者の欄は、申請者の住所、氏名を記載する。だだし、法人については、備考３により記載

し、社印及び代表者印を押印すること。 

（例） （電話）  ○○○○（○○）○○○○ 

    （住所）  ○○市○○町○○番地 

    （氏名）  ○○工業株式会社 

          代表取締役 ○○○○印 

(4) 設置者の欄は、設置者の住所、氏名を記載する。記載方法については、申請者に同様とする。 

(5) 設置場所の欄は、危険物製造所等を設置し、又は、現にある場所（地番）を記載する。 

(6) 製造所等の別の欄は、製造所、貯蔵所又は取扱所の該当するいずれかの別を記載する。 

（例） 貯蔵所 

(7) 貯蔵所又は取扱所の区分の欄は、危険物の規制に関する政令第２条及び第３条に規定する貯蔵

所又は取扱所の区分を記載する。 

（例） 屋内貯蔵所 

(8) 設置又は変更の許可年月日及び許可番号の欄は、本申請に基づく許可（設置又は変更）のいず

れかを   で囲み、同許可の年月日及び許可番号を記載する。 

（例） （設置又は変更）平成○○年○○月○○日 第○○号 

(9) 危険物製造所等の完成期日の欄は、完成の期日を記載する。 

（例） 平成○○年○○月○○日 

(10) 使用開始予定期日の欄は、使用しようとする日を、完成検査済証が交付される日を考慮して記

載する。 

（例） 平成○○年○○月○○日 
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危険物製造所等の仮使用承認申請 

 
１ 申請 

(1) 申請者 

危険物製造所等の変更許可により仮使用承認を受けようとする者 

(2) 申請先 

稲沢市長 

(3) 申請方法 

ア 危険物製造所等の変更許可と同時に申請を行わずに、仮使用承認を受ける場合の申請 

イ 規則第５条の２（様式第７）により指定された申請書等による。 

(4) 添付書類 

(ｱ) 危険物を仮に使用しようとする場所を示した関係図面 

(ｲ) 危険物を仮に貯蔵し、又は取り扱うタンク及び機器等を有すれば、関係する図面 

 

２ 記載要領 

(1) 表題及び記載欄の危険物を仮に貯蔵し、又は取り扱う場合の選択する欄には、本申請に該当す

るものを   で囲むこと。 

（例）      貯蔵 

    危険物仮    承認申請書 

         取扱 

(2) 申請先の欄は、稲沢市長 ○○○○ と記載する。 

(3) 申請者の欄は、申請者の住所、氏名を記載する。だだし、法人については、注１により記載し、

社印及び代表者印を押印すること。 

（例） （電話）  ○○○○（○○）○○○○ 

（住所）  ○○市○○町○○番地 

（氏名）  ○○工業株式会社 

          代表取締役 ○○○○印 

(4) 仮に使用しようとする者の住所、氏名の欄は、現に仮使用する者の住所、氏名を記載する。記

載方法については、申請者に同様。 

(5) 工事範囲と、仮使用の範囲を明確に記載する。 

(6) 工事計画書 

(7) 仮設塀等の施工等を具体的に記載する。 

（例） 高さ２メートルの鉄製のパネルを設置する。 
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許 可 書 等 の 再 交 付 申 請  

 
１ 再交付申請の種類 

(1) 許可書 

(2) タンク検査済証 

(3) 完成検査済証 

 

２  

(1) 申請者 

危険物製造所等の許可書等の紛失により再交付を受けようとする者 

(2) 申請先 

稲沢市長 

(3) 申請方法 

ア 許可書 

規則第２１条第１項（様式第２３）による申請書。 

イ タンク検査済証 

規則第２０条第１項（様式第２１）による申請書 

ウ 完成検査済証 

省令第６条第３項（様式第１２）による申請書 

(4)  添付書類 

ア 許可書等のコピー（許可等の内容が確認できるもの） 

イ タンク検査済証の再交付申請についてはプレート（副）のコピー 

 

３ 記載要領 

(1) 申請先の欄は、稲沢市長  ○○○○ と記載する。 

(2) 申請者の欄は、申請者の住所、氏名を記載する。だだし、法人については、備考３により記載

し、社印及び代表者印を押印すること。 

（例） （電話）  ○○○○（○○）○○○○ 

（住所）  ○○市○○町○○番地 

（氏名）  ○○工業株式会社 

          代表取締役 ○○○○印 

(3) 設置者の欄は、設置者の住所、氏名を記載する。記載方法については、申請者に同様とする。 

(4) 設置場所の欄は、危険物製造所等を設置しようとし、又は現にある場所（地番）を記載する。 

(5) 製造所等の別の欄は、製造所、貯蔵所又は取扱所の該当するいずれかの別を記載する。 

（例） 貯蔵所 

(6) 貯蔵所又は取扱所の区分の欄は、政令第２条及び第３条に規定する貯蔵所又は取扱所の区分を

記載する。 

 （例） 移動タンク貯蔵所 

(7) 設置又は変更の許可年月 

 （例） 平成○○年○○月○○日 第○○号 

(8) 設置又は変更の完成年月日及び許可番号の欄は、危険物製造所等を設置し、完成した時の年月

日及び許可番号を記載する。 

 （例） 平成○○年○○月○○日 第○○号 

(9) タンク検査年月日の欄は、タンクの完成検査済証が交付された時の年月日及び検査番号を記載

する。 

 （例） 平成○○年○○月○○日 第○○号 

(10) 理由又は再交付の必要な事由の欄は、再交付を受けようとする理由を簡略に記載する。 
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４ 申請手数料 

(1) 許可書等の再交付に係る申請の手数料 

許可書等の再交付の申請には、手数料徴収条例により、申請手数料の納付を必要とする。 

(2) 申請手数料の納付は、申請時（前納）とし、納付方法は次のとおりとすること。 

ア 指定の納入通知書による、直接納付 

イ 郵便による場合は、現金書留若しくは定額小為替 

(3) 申請手数料 

ア 許可書      １，０００円 

イ タンク検査済証  １，０００円 

ウ 完成検査済証   １，０００円 

(4) 再交付書類の郵送 

書類の郵送を希望する場合は、返送用の封筒（Ａ４サイズ以上）に切手を貼り（申請者負担）、

申請書類に同封したうえ申請すること。 
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危険物設置者等氏名変更等の届出 

 
１ 届出の種類 

(1) 危険物製造所等の譲渡又は引渡があった場合 

ア 法第１１条第６項（譲渡又は引渡）による届出 

イ 省令第７条（様式第１５）によること 

(2) 設置者及び占有者（使用者）の住所、氏名、名称等の変更 

ア 規則第１１条の規定（設置者氏名変更等）による届出 

イ 規則（様式第１５）によること 

 

２ 届出 

(1) 届出者 

届出をしようとする者（原則として変更後の設置者） 

(2) 届出（申請）先 

稲沢市長 

(3) 届出（申請）方法 

省令及び規則により指定された届出書等による。 

 

３ 記載要領 

(1) 表題に製造所、貯蔵所、取扱所又は住所、氏名、名称の欄を有する場合は、本申請に該当する

ものを   で囲むこと。 

（例）         住所 

    危険物設置者等 氏名 変更届出書 

            名称 

(2) 申請先の欄は、稲沢市長 ○○○○ と記載する。 

(3) 届出者の欄は、届出者の住所、氏名を記載する。だだし、法人については、注及び備考により

記載し、社印及び代表者印を押印すること。 

（例） （電話）  ○○○○（○○）○○○○ 

    （住所）  ○○市○○町○○番地 

    （氏名）  ○○工業株式会社 

          代表取締役 ○○○○印 

(4) 設置者の住所、氏名の欄は、設置者の住所、氏名を記載する。記載方法については、届出者に

同様とする。 

(5) 設置場所の欄は、危険物製造所等のある場所（地番）を記載する。 

(6) 製造所等の別の欄は、製造所、貯蔵所又は取扱所の該当するいずれかの別を記載する。 

（例） 貯蔵所 

(7)  貯蔵所又は取扱所の区分の欄は、政令第２条及び第３条に規定する貯蔵所又は取扱所の区分

を記載する。 

（例） 屋内貯蔵所 

(8) 設置の許可年月日及び番号の欄は、危険物製造所等を設置した時の年月日及び許可番号を記載

する。 

（例） 平成○○年○○月○○日 第○○号 

(9) 完成検査年月日及び番号の欄は、危険物製造所等が完成した時の年月日及び完成番号を記載す

る。 

（例） 平成○○年○○月○○日 第○○号 

(10) 類、品名、最大数量及び指定数量の倍数の欄は、貯蔵し、又は取り扱う危険物を記載する。 

ただし、指定数量が不明確な場合は備考４によること。 

（例） 第４類 第２石油類   １，０００ℓ  

第３石油類   １，０００ℓ  

   （指定数量の倍数）      １．５倍 
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(11) 変更の内容の欄は、新には変更後の内容を、旧には変更前の内容を記載する。 

（例） （新）○○石油株式会社 代表取締役 ○○○○ 

    （旧）△△石油株式会社 代表取締役 △△△△ 

(12) 変更の理由の欄は、変更した理由を簡略に記載する。 

（例） 社名変更による 

設置者の変更による 

占有者（使用者）の変更による 

(13) 譲渡又は引渡届 

ア 届出者は、譲渡又は引渡後（新）の設置者により届出すること。 

イ 譲渡又は引渡届出書の、譲渡又は引渡を受けた者の欄は、譲渡又は引渡後（新）の設置者の

住所及び氏名等について記載する。 

ウ 譲渡又は引渡届出書の、譲渡又は引渡をした者の欄は、譲渡又は引渡前（旧）の設置者の住

所及び氏名等について記載する。 

エ 譲渡又は引渡届出書の理由の欄は、その理由を簡略に記載する。記載方法については、(12)

の変更の理由に同様とする。 

オ 譲渡又は引渡を証明する契約書等の書類を添付する。 
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危険物保安監督者選解任の届出 

 
１ 届出の義務 

(1) 法第１３条第２項の規定に基づく選任であること。 

(2) 政令第３１条の２の各号（第３号を除く。）に定める危険物製造所等以外のものであること。 

 

２ 届出 

(1) 届出者 

届出をしようとする者（原則として設置者又は占有者） 

(2) 届出（申請）先 

稲沢市長 

(3) 届出（申請）方法 

省令及び規則により指定された様式第１７の２（第１６条の２関係）の届出書による。 

ア 危険物取扱責任者選任解・任届出書 

イ 実務経験証明書を添付（規則第１６条、様式第１９） 

ウ 危険物取扱者免状のコピー（裏表）を添付 

 

３ 記載要領 

(1) 申請先の欄は、稲沢市 ○○○○ と記載する。 

(2) 届出者の欄は、届出者の住所、氏名を記載する。だだし、法人については、備考により記載し、

社印及び代表者印を押印すること。 

（例） （住所）  ○○市○○町○○番地 

    （電話）  ○○○○（○○）○○○○ 

    （氏名）  ○○工業株式会社 

          代表取締役 ○○○○印 

(3) 設置者の住所、氏名の欄は、設置者の住所、氏名を記載する。記載方法については、届出者に

同様とする。 

(4) 設置場所の欄は、危険物製造所等のある場所（地番）を記載する。 

(5) 製造所等の別の欄は、製造所、貯蔵所又は取扱所の該当するいずれかの別を記載する。 

（例） 貯蔵所 

(6) 貯蔵所又は取扱所の区分の欄は、政令第２条及び第３条に規定する貯蔵所又は取扱所の区分を

記載する。 

（例） 屋内貯蔵所 

(7) 設置の許可年月日及び番号の欄は、危険物製造所等を設置した時の年月日及び許可番号を記載

する。 

(8) 区分選任の欄には、選任した者の氏名及び危険物取扱者免状の種類並びに選任年月日を記載す

る。 

（例） 危険物取扱者  ○○○○ 

    免状の種類   ○種○類 

    選任年月日   平成○○年○○月○○日 

(9) 区分解任の欄には、解任した者の氏名及び解任年月日を記載し、危険物取扱者免状の種類の欄

は斜線を入れること。記載方法については、選任した者に同様とする。 
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危険物取扱責任者選解任の届出 

 
１ 届出の義務 

(1) 規則第１６条の２の規定に基づく選任であること。 

(2) 政令第３１条の２の各号（第３号を除く。）に定める危険物製造所等であること。 

ア 危険物保安監督者を選任しなければならない危険物製造所等以外のものであること。 

 

２ 届出 

(1) 届出者 

届出をしようとする者（原則として設置者又は占有者） 

(2) 届出（申請）先 

稲沢市長 

(3) 届出（申請）方法 

省令及び規則により指定された様式第１７の２（第１６条の２関係）の届出書による。 

ア 危険物取扱責任者選任・解任届出書 

イ 危険物取扱者免状のコピー（裏表） 

 

３ 記載要領 

(1) 申請先の欄は、稲沢市 ○○○○ と記載する。 

(2) 届出者の欄は、届出者の住所、氏名を記載する。だだし、法人については、備考により記載し、

社印及び代表者印を押印すること。 

（例） （住所）  ○○市○○町○○番地 

    （電話）  ○○○○（○○）○○○○ 

    （氏名）  ○○工業株式会社 

          代表取締役 ○○○○印 

(3) 設置者の住所、氏名の欄は、設置者の住所、氏名を記載する。記載方法については、届出者に同

様とする。 

(4) 設置場所の欄は、危険物製造所等のある場所（地番）を記載する。 

(5) 製造所等の別の欄は、製造所、貯蔵所又は取扱所の該当するいずれかの別を記載する。 

 （例） 貯蔵所 

(6) 貯蔵所又は取扱所の区分の欄は、政令第２条及び第３条に規定する貯蔵所又は取扱所の区分を記

載する。 

 （例） 屋内貯蔵所 

(7) 設置の許可年月日及び番号の欄は、危険物製造所等を設置した時の年月日及び許可番号を記載す

る。 

(8) 区分選任の欄には、選任した者の氏名及び危険物取扱者免状の種類並びに選任年月日を記載す

る。 

（例） 危険物取扱者  ○○○○ 

    免状の種類   ○種○類 

    選任年月日   平成○○年○○月○○日 

(9) 区分解任の欄には、解任した者の氏名及び解任年月日を記載し、危険物取扱者免状の種類の欄は

斜線を入れること。記載方法については、選任した者に同様とする。 
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その他の危険物製造所等の届出等 

 
１ 届出の種類 

危険物の規制に関し、法、政令、規則等で定める申請及び届出 

(1) 予防規程の認可申請 

(2) 休止中の地下貯蔵タンク又は二重殻タンクの漏れの点検期間延長申請 

(3) 休止中の地下埋設配管の漏れの点検期間延長申請危険物の品名、数量、倍数の変更の届出 

(4) 危険物製造所等の譲渡又は引渡の届出 

(5) 危険物製造所等の廃止の届出 

(6) 危険物製造所等の事故発生の届出 

(7) 軽微な工事等届出 

(8) 火気使用工事の届出 

(9) 危険物製造所等の休止又は再開の届出 

(10) 危険物製造所等許可申請取下願 

 

 

２ 届出 

(1) 届出者 

届出をしようとする者（原則として変更後の設置者） 

(2) 届出（申請）先 

稲沢市長 

(3) 届出（申請）方法 

省令及び規則により指定された届出書等による。 

 

３ 記載要領 

(1) 表題に製造所、貯蔵所、取扱所又は住所、氏名、名称の欄を有する場合は、本申請に該当するも

のを   で囲むこと。 

（例）         住所 

    危険物設置者等 氏名 廃止届出書 

            名称 

(2) 申請先の欄は、稲沢市長 ○○○○ と記載する。 

(3) 届出者の欄は、届出者の住所、氏名を記載する。だだし、法人については、注及び備考により記

載し、社印及び代表者印を押印すること。 

（例） （電話）  ○○○○（○○）○○○○ 

    （住所）  ○○市○○町○○番地 

    （氏名）  ○○工業株式会社 

          代表取締役 ○○○○印 

(4) 設置者の住所、氏名の欄は、設置者の住所、氏名を記載する。記載方法については、届出者に同

様とする。 

(5) 設置場所の欄は、危険物製造所等のある場所（地番）を記載する。 

(6) 製造所等の別の欄は、製造所、貯蔵所又は取扱所の該当するいずれかの別を記載する。 

（例） 貯蔵所 

(7)  貯蔵所又は取扱所の区分の欄は、政令第２条及び第３条に規定する貯蔵所又は取扱所の区分を

記載する。 

（例） 屋内貯蔵所 

(8) 設置の許可年月日及び番号の欄は、危険物製造所等を設置した時の年月日及び許可番号を記載す

る。 

（例） 平成○○年○○月○○日 第○○号 
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(9) 完成検査年月日及び番号の欄は、設置し、危険物製造所等が完成した時の年月日及び完成番号を

記載する。 

（例） 平成○○年○○月○○日 第○○号 

(10) 類、品名、最大数量及び指定数量の倍数の欄は、貯蔵し、又は取り扱う危険物を記載する。ただ

し、指定数量が不明確な場合は備考４によること。 

（例） 第４類 第２石油類   １，０００ℓ  

第３石油類   １，０００ℓ  

   （指定数量の倍数）      １．５倍 

(11) 申請及び届出の理由及び内容等の欄は、申請及び届出の内容を簡略に記載する。 

ア 申請及び届出の内容により、必要に応じて証明書類及び関係図面等を添付する。 

イ 必要な図面とは、該当する危険物製造所等の位置、構造及び設備、計画等に等に関する図面 

(12) 着工、完了予定期日の欄は、設置し、着工しようとし、又は完了等の予定期日の年月日を記載す

る。 

（例） 平成○○年○○月○○日 
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少 量 危 険 物 等 の 届 出 

 
１ 届出の種類 

(1) 少量危険物貯蔵取扱いの設置又は廃止の届出書 

(2) 指定可燃物貯蔵取扱いの設置又は廃止の届出書 

 

２ 届出 

(1) 届出者 

届出をしようとする者（原則として設置又は変更しようとする者） 

(2) 届出（申請）先 

稲沢市消防長 

(3) 届出（申請）方法 

火災予防条例により指定された届出書等による。 

(4) 届出時期 

貯蔵又は取扱いに先立って、あらかじめ届け出る。 

 

３ 記載要領 

(1) 表題の少量危険物等の貯蔵取扱いの設置等の欄は、本届出に該当するものを   で囲むこと 

 （例） 少量危険物      設置 

           貯蔵取扱い    届出書 

     指定可燃物      変更 

(2) 申請先の欄は、稲沢市消防長 ○○○○ と記載する。 

(3) 届出者の欄は、届出者の住所、氏名を記載する。だだし、法人については、注１により記載し、

社印及び代表者印を押印すること。 

（例） （電話）  ○○○○（○○）○○○○ 

    （住所）  ○○市○○町○○番地 

    （氏名）  ○○工業株式会社 

          代表取締役 ○○○○印 

(4) 貯蔵取扱い場所の欄は、貯蔵し、又は取扱おうとする場所又は現にある場所（地番）を記載する。 

(5) 類、品名、最大数量の欄は、貯蔵し、又は取り扱う危険物を記載する。 

（例） 第４類 第１石油類（塗  料）   １００ℓ  

        第２石油類（シンナー）   ２００ℓ  

(6) 貯蔵取扱い場所の位置、構造及び設備の概要の欄は、具体的に記載する。 

（例） 敷地の南東位置にコンクリート造スレート葺きの屋内貯蔵庫を設置する。屋内

貯蔵庫の面積は１０㎡で、周囲に空地を１ｍ以上あける。 

(7) 貯蔵取扱い方法の概要の欄は、具体的に記載する。 

（例） 屋内貯蔵庫では、塗装で使う容器入りの危険物を貯蔵する。 

(8) 危険物タンクの欄は、危険物を収納するタンクを有する場合のみ記載する。 

（例） （種類） 屋外貯蔵タンク   （形状）円筒縦置 

    （容量） ５００ℓ       （板厚）２．６mm 

(9) 消防用設備等の概要の欄は、危険物を貯蔵し、又は取り扱おうとする場所に設置する消防用設備

等（種類及び設置個数等）を記載する。 

（例） ＡＢＣ粉末消火器１０型１本 

(10) その他必要な事項には、標識掲示板の有無等を記載する。 

 

 


